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冒支出証拠

名・議員氏宅

、

整理番号 1-17-1-1

経費項目 爾癩･研修費･広聴広報費･野識艤謡鱸･会議･資料作成費･資繩鴬入費･事務費･藷翻漬･人f債

内 容 温浴を活用したウェルピーイング推進議員連盟タイ視察

年月 日 令和7年1月 24日～令和7年 1月 28日 金額 436,650円

目的
タイ訪問及び視察

使途
交通費及び宿泊費

関連性

ウェルピーイングの効果は企業活動や個人の健康に活かすべき期待があり､その中に温呆

を活用した心身ともに健康になる取り組みが県の事業としても始まっている。スパ、リゾ
－トの失准国である現地を訪問、視察することで関係事業に活かしていく。

く慎反書貼付枠＞

￥436,100十手銅斗￥550＝￥436,650

ご利用明細

｜ ご来店ありがとうございます。

スルガ銀行
SURUCAbank

｜ お取引内容をご確認のうえ、お持ち帰りください．
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’お取引内容

振込

ご利用年月日

070122
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お取引金額

＊436，100
ATM番号

0428 苓謂帝乎1…*550
お取扱番号

2207

の収51門証
零両画古画室9画÷画零口一画

UI UI UI UI UI U
現明コード

’
お取引後元帳残高

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

0376693

様
､ア

ゅ

ン上
普通
力）ア

瀧難
口座番号
受取人名

依頼人名

電話番号
CD手数

案分の理由

全て政務活動費

領収書金額(a)

436,650円

案分率(b)

1／1

100％

政務活動費支出額(a×b)

436,650円
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NO.

DATE:

PAGE:

観光
株式
本社
登録
〒42

力口扉萎 ネ右言うf華

TEL:054-620-7725 FAX:054-620-7726

総合旅行業務取扱管理者:■■■■■

求書
圭
頑

居I士柊削り

し

伝

ご請求額

ご入金額

今回ご請求額

¥436,100
お支払いは、以下の口座に

01月22日 までにお振込みください。

¥436,100

口振込先：静岡銀行焼津支店普通：0376693
口座名：株式会社アンピ・ア

振込手数料は、お客様にてご負担頂きますよう、お願い致します。

〆

御請求内容 金額

口出発日 2025年01月24日 （金）
ロツアー名 温浴を活用したｳｪﾙﾋﾞ
口明細

5日間 (AZDOOlノ

-ｲﾝｸ推進議連タイ視察団

海外航空券代金
羽田～ﾊﾞﾝｺｸ/往復ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ:日本航空
国内空港使用料
羽田空港使用料
国際観光旅客税
海外空港税
燃油サーチャージ
海外ホテル代金
ﾊﾞﾝｺｸ:ﾂｲﾝﾀﾜｰﾎﾃﾙ

ﾗﾉｰﾝ:ﾌｧｰﾑﾊｳｽﾎﾃﾙ
海外航空券代金
ﾊﾞﾝｺｸ～ﾗﾉｰﾝ/往復ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ
海外交通機関
専用バス借上げ代549,000円を9名様で按分

通訳費用
342,000円を9名様で按分

添乗員費用
JR個札券
三島～品川/往復自由席
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\157,000X

\2,950X
\1,000X
\3,750X
\27,100X

\21,500X
\21,500X

\38,000X

\61.000X

￥38,

￥61,000

¥38,000X

¥34,000X

¥4,070X
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私鉄乗車券
京浜急行品川～羽田/往復 ( ¥330X 2)

【税込金額合計】 【内消費税額合計】
¥436,100 ￥1,068

消費税10%対象 ¥11,750 (内消費税) ¥1,068

¥157,000

￥2,950

¥1,000

￥3,750

¥27,100

￥43,000

￥21，500

￥38,000

¥61,000

¥38,000

￥34,000

￥8,140

¥660

担当者



様式第2号

*本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

県外調査概要書

1－17－1－1

令和7年1月 28日

会派名・議員氏名 自民改革会議加藤祐喜

目 的

令和6年8月にタイ観光局との間で締結した「温泉を活用した経済分野、観光分野で

の協力に関する覚書」に基づく交流を進めるためタイ王国を訪問し、関係機関との意見

交換、同国で温泉活用が盛んなラノーン県の温泉関係施設等を視察し、本県でのウェル

ピーイングを推進しタイ国との連携を深める。

年月 日 令和7年1月24日～令和7年1月28日

場 所 タイ（バンコク、ラノーン）

内 容

1行程

2応対者

3聴取内容

上記1～3に関しては、別紙「令和6年度温浴を活用したウェルピーイング推進議

員連盟視察報告書」 （加藤祐喜議員提出 1－17－1－1 ）を参照。

4県政への反映

昨年8月に交わされた覚書の取組を具体的な取組に繋げて進めていくことが今後重

要です。

静岡県は、長年培われた温泉の掘削・管理技術や温泉文化、健康増進を目的としたウ

エルネスツーリズムのノウハウがあり、これをタイに提供することで、同国の温泉観光

の発展に大きく貢献できる部分があります。

一方で、タイは伝統的なスパ技術やタイ古式マッサージなど、温泉と相性の良い文化

を持っています。これらを静岡県の温泉地に取り入れることで新たな観光資源の創出の

可能性も広がります。

温泉とウェルピーイングを軸にした国際交流の新たなモデルとして、静岡県とタイの

連携をより深めていくことが今後につながると考えます。
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令和6年度

温浴を活用したウェルビーイング推進

議員連盟視察報告書

タイ王国（バンコク、ラノーン）

令和7年1月24日（金）～令和7年1月28日（火）
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令和6年度温浴を活用したウェルピーイング推進

議員連盟視察報告書

タイ訪問の概要

令和6年8月にタイ観光局との間で締結した「温泉を活用した経済分野、観光分

野での協力に関する覚書」に基づく交流を進めるため、令和7年1月24日（金）

～27日（月）にタイ王国を訪問し、関係機関との意見交換、同国で温泉活用が盛

んなラノーン県の温泉関係施設等を視察し、本県でのウェルビーイング推進しタイ

国との連携を深める。

タイの概要

国名 タイ王国

面積 51万4,000平方キロメートル（日本の約1.4倍）

人口 6,609万人(2022年）

首都 バンコク

民族 大多数がタイ族。その他華人、マレー族等

言語 タイ語

宗教 仏教94％、イスラム教5％

政治体制 立憲君主制

元首 マハー・ワチラロンコン・プラワチラクラーオチャオユーフア国王陛下

（ラーマ10世王）

議会 下院500議席（公選）上院250議席（任命）

（なお、憲法の経過規定により、上院は当初5年間のみ250議席。それ以降は

1



200議常｡）

政府 （1）首相名セター・タウィーシン(Mr.SretthaThavisin)

（2）外相名マーリット ・サギアムポン(Mr.MarisSangiampongsa)

GDP 5,135億ドル（名目、2023年、タイ国家経済社会開発委員会）

主要産業 製造業が主要産業となっており、タイGDPの約30%を稼いでい

る。一方、農業については、就業昔数ではタイ就業者数全体の約30％を占める

産業となっているが、GDPのシェアでは10%未満にとどまる。また、タイ経済

の柱は観光であり、例えば、新型コロナウィルス感染症拡大前の2019年には海

外からの観光収入が605億ドル（世界第4位） となった。

経済成長率 1.9％（2023年、タイ国家経済社会開発委員会）

失業率 0.9.%(2023年第3四半期、タイ国家統計局）

タイへ輸出： 4兆1,170億円、輸入：3兆6,107億円（2023年）対日貿易額

在留邦人数 72,308人（2023年10月）

2



タイ訪問地地図
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霧雪書等

出所：ジェトロ・バンコク事務所作成。

1 訪問日程

令和7年1月24日(金)～28日（火） 3泊5日

※講田は行程参照。

利用航空便

①往路（1/24) :羽田空港0/10発→スワンナプーム国際空港

空33便）

05:05着（日本航

②復路（1/28) ：スワンナプーム国際空港22:05発→羽田空港05:40着（日本

航空34便）

3



2訪問団の構成

4

区分 名前 職名等

議員 良知淳行

野田治久

鈴木啓嗣

伊丹雅治

西原明美

小沼秀朗

市川秀之

大石健司

加藤祐喜

焼津市会長

伊豆市幹事長

浜松市中央区副幹事長

三島市事務局長

藤枝市事務局次長

ifUI1市

浜松市浜名区

牧之原市・吉田町

長泉町

民間 里璽墨麗 ICOIコーディネータ日本健康開発財団主席研究員

県 高橋良和

粂田秀樹

山崎浩希

秋定正法

福田渉

山本晋平

竹田敏彦

経済産業部理事

経済産業部新産業集積課長

経済産業部企業立地推進課長

スポーツ・文化観光部鋸恰振興課長

経済産業部産業革新局調整主幹

経済産業部企業立地推進課主査

知事直轄組織東南アジア事務所長（1/27のみ）



3行程
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日付
ヨ ー■

時間 行
酒
王

1月23日(木） 21:45 羽田集合 ｜県内各所（最寄り駅）より

1月24日（金）

バンコク市内

0 10

5 05

9：30

10:00

13:00

15:00

18:00

羽田発33便

スワンナプーム空港着

移動（空港→市内（ホテル)） ［バス］

朝食

移動［バス］

タイ，ホット ･スプリングｸラブ(IHc)メンバーと意見交換・昼食

移動［バス］

保健省 ・表敬訪問（大臣） ・意見交換

移動（保健省→観光・スポーツ省） ［バス］

観光スポーツ省 ・表敬訪問（大臣） ・意見交換

移動［バス］

歓迎夕食会（チャオプラヤ川・リバークルーズ）※観光局主催

移動［バス］

バンコク市内泊（ホテルク

1月25日(士）

ラノーン県

9:00

11:05

13:25

15:30

18:45

移動（ホテル→ドンムアン空濁［バス］

ドンムアン空港発 （エアアジア即3140)

昼食

ラノーン空港着

移動（空港→市内） ［バス］

ラノーン地区温泉視察

夕食※ラノーンの官民関係者が参加

移動［バス］

ラノーン泊（ホテル）

1月26日（日）

(移動日） 12:25

14:10

移動［バス］

ラノーン空港発 （エアアジア即3141）

ドンムアン空港着

移動（空港→市内） ［バス］

バンコク市内泊（ホテル）

1月27日（月）

バンコク市内

午前

午後

【県議会】 【経済産業部】 【スポーツ･文化観光部】

8:45移動（バス） 9:00移動（バス） 9:30移動（タクシー他）

10:00

ワット ‘ ｰ,ﾏｯｻｰ報礁

10:00観光局 10:00

昼食

WENDYASIA

13:00TCEBとの昼食会・意見交換会 13:00E皿l訪問

バンコク市内 移動

15:001BE即

移動

15:00JNTOバンコク事務所

移動（バス） 移動（タクシー）

夕食

移動（夕食会場→空港） ［バス］
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22:05 スワンナブーム奉港 (バンコク）発

1月28日(火） 5:40 羽田空港着34便 県内各所（最寄り駅)へ

日時 1日’4日 （令） 10:30-12:00

場所 RAMRFNV111R (49/2SetSiriRd、 PhaVaThai,BangkoklO400,Thailand)

訪問者 ･静岡県議会議員団9名

･静岡県経済産業部・スポーツ・文化観光部職員6名
･T(~IOTプロジェクトコーディネーター■■■■氏

面調目手 mc (タイ・ホットスプリング・クラブ）プリーチヤー会長会員企業
TRRRD (ビジネス経済調杏開発研究所）サマカイ副所長(国際ビジネス開発)他

概要 1 タイ。ホットスプリング・クラブによる歓迎

､昨年8月にタイ観光局が静岡県と交わした覚書に基づいて､今回、タイ訪問が行われ
ることについて、歓迎が表明された。

＜プリーチャー会長＞

､静岡県の訪問を歓迎する。本日の歓迎会には、温泉施設のオーナーなど、 TI肥メンバ
－も参加しており、交流が深めれるとよい。

＜良知県議＞

､今回の訪問によってタイ観光スポーツ省や観光局など意見交換や温泉関係施設の視察
等を通じて、昨年8月に交わされた覚書の取組が、更に次のステージにあがり、具体
的な取組に進んでいけるようにしたい。

2参加者紹介

､参加者による自己紹介が行われ、mCの会員メンバーからは、 自己の所有する温泉関
係施設（スパ等）の紹介があった。
･TRFRDの国際ビジネス開発を担当するサマカイ副所長も同席

写真

＜プリーチャ会~罠と良知県議＞ ＜会場の様子＞
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日時 1月24日 （金） 13:00-14:00

場所 同省内会議室(8820,TalatKwan,MueangNonthaburiDistrict,NonthaburillOOO,

Thailand)

訪問者 訪問研全員

面謝目手 ソムサク・ティープスチン大臣、同省幹部職員など

概要 1 ディープスチン大臣挨拶

･良知県議を代表とする静岡県訪問団の今回の訪問を歓迎する。

･タイ国内では健康の重要性が向上している。

･今回の訪問では、タイ南部のラノーン県を訪問されると聞いている。現地の温泉等を

視察いただければ、タイ国内に多様な温泉があることがわかると思う。

･本日は、タイでは観光だけでなく健康の面でも温泉を重要と考えており、温泉の活用
について意見交換をする良い機会となると考えている。

2良知県議挨拶

･静岡県議会では、昨日68名の超党派の議員で構成する温泉を活用する議員連盟が組
織されたところである。

･静岡県は伊豆を中心に源泉数全国第4位で日本でも有数の温泉地となっており、タイ
ホットスプリングクラブ(mc)のプリーチャー会長と共に温泉の活用について連携

を進めてきた。昨年8月には静岡の地で覚書の締結を行った。

･今回の訪問では､静岡県から4つの提案をおこなう。①温泉の管理運営に関する視察
コースの作成②温泉とタイのスパ文化を組み合わせた新しいサービス③相互の観光
交流の拡大④多様な分野における経済交流の機会創出

･2025年度は主に提案4つに取り組んでいく

3意見交換

○タイの温泉管理運営に関する現状（保健省職員説明）

･保健省が関わっている団体等が管理運営する温泉について説明。

･タイではウェルネスや医療観光については力を入れている。温泉・スパに注目が集ま
っている。

･国内にも源泉が数多くあるが、そのままになっているところが多く、今後、活用をし
たいと考えており、温泉地でも有z名な静岡県にも挿喜をお願いしたい。

･ウエルネスビジネスは2020から開始して2023まで行ってきたことである程度定着を
してきた。 2024年からは温泉ウェルネスの取組を始めている。

･ウェルネスビジネスは、ウェルネスホテル、 リゾートレストラン､マッサージ､スパ、
医療関連施設（病院を含む）の5つの分野に分けられる。 5つの分野においてタイの

文化を盛り込んでいくことに取り組んでいきたい。

･タイの温泉の多くは国立公園の中にあるため、開発は進んでいない。

･タイの泉質の特徴も調べている。北部は温度も高く、硫黄分が多い。南部は海が近く
塩分が高い泉質である。特徴・成分を分析することも研究が進んでいる。

' ･管理運営の基準を進めて、開発､分析等を行っていく。昨年度から関係機関を設置し
ている。

･チェンマイの温泉で関節痛に関する効能にどのようなものがあるか､現在、医療機関

とも連携して検証を行っている。検証段階で、ボランティアの患者のヒアリングを行
っている段階だが、検証結果について記録を行い、今後、静岡側とも共有していく。

．単に温泉にはいるだけでなく、総合的なサービスの提供を考えている。温泉に入浴し
た後、ハーブを使ったアロマやマッサージを受けることなど。また、森林浴や瞑想な
ども。温泉地の泥を使ったサービスや各地域の料理の提供など。
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･温泉でリラックスした後、サイクリングやタイボクシングを楽しむサービスなども考

えられる。

○静岡県の概況・提案について（新産業集積課粂田課長）

･本県の概況（良好なアクセス、ものづくり県、人口、経済規模、タイ観光客）

･昨年8月にタイ王国観光局とMOUを締結し､年間を通じて共同事業や人的交流が行わ

れる状況を作っていきたい。

･静岡県からの提案について説明を行う。皆様からのご協力をお願いしたい。

①温泉の管理運営に関する視察コースの作成ついて

･タイの人々が静岡の温泉の管理運営状況見てヒントになるような視察コースの設定に

取組

②温泉とタイのスパ文化を組み合わせた新しいサービス

･伊豆の温泉を舞台にタイの文化を組み合わせた新しいサービスを創出する取組

α馬目互の観光交流の拡大

．相互の観光PR、静岡を舞台にしたドラマの誘致など

④多様な分野における経済交流の機会創出

.様々な経済交流の創出、タイと静岡県の強みを生かしてビジネスマッチングなど行う

取組

○タイと静岡県との交流の今後について(THCプリーチヤー会長）

･観光局と静岡県は伽Uを締結したが、保健省とも連携を深めていきたい。

･保健省は双方の話し合いを通じて、相互の交流を深めて行ってもらいたい。ウェルネ

スの民間事業者だけでなく、地域の人々をうまく巻き込んでいくなどの政府からの具

体的なサポートも求める。

写真

<議論の様子＞ ＜参加者一同＞



（3） タイ観光・スポーツ省
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日時 1月24日 （金） 15:45-16:15

場所 同省内会議室(4RatchadamnoenNokRd, WatSommanat, PomPrapSattruPhai,

BangkoklO100, Thailand)

訪問者 訪問団全員

面調目手 ソラウォン・ティエントン大臣、ナスリヤ・タウイーウオン次官、同省幹部職員

概要 1 ティエントン大臣挨拶

･静岡県の来訪を歓迎する。昨年､MOUを交わしたが、具体的にはこれから取り組みを

進めていきたい。

･タイ国内の温泉地を2力斬ほど視察したが、衛生･安全も重要と考えており、民間事

業者と協力して開発を行っていく。 日本に行くことができないタイ人も多く、 日本の

温泉の雰囲気を楽しめるようにタイ国内の温泉の活用に取り組んでいきたい。

2良知県議挨拶

･静岡県議会では､超党派の議員で構成する温泉を活用する議員連盟が全会一致で組織
されたところである。

｡タイホットスプリングクラブ⑪c)のプリーチャ

3日に覚書の締結を行わせていただいた。

－,△－
=長に尽力をいただき。昨年8月

･今回の訪問では、双方の交流人口の拡大のため、静岡県から4つの提案をおこなう。

①温泉の管理運営に関する視察コースの作成②温泉とタイのスパ文化を組み合わせ

た新しいサービス③相互の観光交流の拡大④多様な分野における経済交流の機会創
出

3意見交換

(ティエントン大臣及び同省幹部職員）

･今回の訪問では、ラノーン県の温泉施設等も見学されると聞いている。タイの温泉地

の運営管理や活用・規制の現状をご覧いただくことができると思う。

･先ほど良知県議からあった4つの提案については､すぐに取り組むことができると考
えている。

･タイの観光では、さらにウェルネスの要素を入れていきたい。タイの源泉は国立公園

内にあることも多いので､開発が進んでいない。開発を行った後も誰が管理運営を行

っていくのか、整理しなければいけない課題も多い。

･タイ人に温泉文化を蕊革促進するようなPRをしていかなければならない。温泉文化

についていろいろと教えてもらうことも多い。

･タイの温泉をウェルネスとして知ってもらうために、温泉が健康に役立つこと、温泉

地･観光地を知ってもらうこと、スパ・温泉を全世界に知ってもらうこと、の3段階

に分けて進めていく。そのためにも､定期的に協議を行っていきたい｡特に運営管理、

排水の管理、人材の育成などについて。

(プリーチャー会長）

･民間だけではできないことも多いので、政府のサポートもお願いしたい。
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日時 1月24日 （金） 16:30-19:00

場所 チャオプラヤ川・リバークルーズ

参加者 訪問団全員

ナスリヤ・タウィーウオン次官他職員

THCプリーチャー会長、ナパラット・スリラパン氏他協会会員

サシット・リムポンパンTRRRD所長他職員等

概要 昨年8月タイ王国観光局との「温泉を活用した経済分野､観光分野での協力に関する覚

雪を取り交わしたことに伴い､観光局主催の歓迎夕食会がチャオプラヤ川のリバ
ルーズで開催された。

Ｌ
一
ク

･主催者であるタイ政府観光局のタウイーウォン次官を含めた政府関係者のほか､ブリ
－チャー会長をはじめとするmC会員である各地の温泉施設経営者などの民間事業
者、及びIBERD(ビジネス経済調査開発研究所）のサシット､リムポンパン所長など
のビジネス支援機関が封pするなど幅広い交流が図らｵ畷睦を深めた。

･本県からは､訪問団全員が参加して、本県の温泉の現状や温泉の活用、今後の交流の
可能性などについて、幅広い話し合いの機会がもたれた。

･本年5月（一財） 日本健康開発財団が受け入れを行う視察ツアーに、令和5年11月
に行われた「ふじのくに食と温泉文化フォーラム」で登壇をしたナパラット氏等THC
会員も多く参加し、本県修善寺等）も訪問する予定とのこと

写真

＜タウイーウォン次官に挨拶する良知県議＞ ＜会場の様子＞

日時 1月25日 （土）

場所 タイ王国ラノーン県

参加者 訪問団全員
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ラノーン県知事

概要 タイ南部のラノーン県は天然温泉が有z名で、市街に自噴するラクサワーリン温泉は、

2014年にラノーン県が源泉周辺の施設などを開発した温泉プールを開発して、観光客

や地元住民の憩いの場としてにぎわっており、数名の若手の経営者が温泉スパ関連の施

設運営を行っているとのことで、今回視察を行った。

1 ラノーン県概要

○地域

ラノーンはマングローブ林､魅力的な滝や崖無人島そして天然温泉が有名で、多くの

観光客も多く来訪する。ラクサワリン公園では自然温泉でリラックスしたり、ピクニッ

クしたりとゆったり自然を楽しむことができる。ミャンマーとの国境沿いに位置するラ

ノーンは両国の玄関口であると同時に、漁業と貿易の拠点にもなっている。

(ラノーン県概要）

人口： 193,371人（2023年）

直積:3,298ki

Gr:270億ミーツ(9億肥ドル）

○地理・気候

ラノーン県は狭い地形が大陸部とマレー半島南部を結ぶクラ地峡に位置する。県西部

はプーケットとつながる山脈がある。この山脈にモンスーンが当たるため雨が非常に

多く降り、ラノーン県はタイの県の中で一番雨の多い県。マングローブ、熱帯の常緑

樹林、ジュゴンなどが生息する海洋､海草の藻場、都市、農地など多様な生態系があ

る。特にタイ国内最大規模のマングローブを中心とした地域は1997年にユネスコの生

物圏保護区に指定された。

○行政区分

ラノーン県は5の郡（アムブミー、 1.ムアンラノーン郡 2.ラウン郡 3.カプー郡

4.クラブリー郡 5.スツクサムラーン郡）にわかれ、その下位に30の町（タムボ

ﾝ） と、 167の村（ムーバーン）がある。

Ｔ
ｒ

戯
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（6） ワットポー古式マッサージ学校訪問

（7） タイ王国観光局

14

日時 1月27日 （月） 10:00-12:00

場所 ワット・ボー･マッサージ･サービスセンター(2SanamchaiRoad, PraNakorn, Bangkok

10200, Thailand)

訪問者 静岡県議会議員団9名

面談相手 ワットポー誌マッサージ学校長

概要 タイ古式マッサージの総本山といわれる「ワット・ボー(ねはん寺)」内にあるマッサ

－ジ・サービスセンター。マッサージ学校として開設されているが、タイ古式マッサー

ジも受けることもできる。タイに伝わったマヅサージは、師から弟子へ、医者や修行僧
らによってその技術が伝えられた。アユタヤ王朝以降､宮廷医師らによって治療法がま

とめられ､ラーマ3世(1824-1851)の命で壁画や鋳像､石版に記録されたものがワット．

ボーに残っている。

1957年には「タイ伝統医学校」を開校､保健衛生省の管理の元､基本を学んだ人に免許

を発行b現在、この学校には、 日本を含めた世界中からの人々が伝統のタイ毎億マッサ

ージを学ぶために訪れる。ワット・ボー内の東屋がマッサージのサービスセンターにな

っている。また､毎朝08:00からこの学校の先生がインストラクターをつとめるタイ式

健康法ルーシーダットン(ワット・ボー)の体験ができ、寺院の入場料を支払えば､観光

客でも予約なしで参加できる。ルーシーダットンはヨガに似たタイ式健康濃呼吸を整

えつつ、ゆっくり手足を伸ばしていくもので､元々は127ものポーズがあった。現在残

っているのは24ポーズ、そのうちの15ほどのポーズを体験することが可能

写真

＜センター前でのルーシーダットン体験＞＜医学書が刻まれた石碑＞

日時 1月27日 （月) 10:10-12:00

場所 観光局会議室(IhmgSongHong, LakSi, BangkoklO210, Thailand)

訪問者 Ⅱ津1月佳奉口lJlRJ'1F]＝＝、 バツ1－戸L只I郷、列一吟1M、ナヘ、 1国卜LlⅣ山』竺一q1－I

ICOIプロジェクトｺｰデｨﾈｰﾀｰ■■■■■
T配プリーチャー会長

面識目手 ジャトウロン・パクディーワニット識恰局長

ヌトウリア・ファンクン観光局次官

ワラティア・スヴァーンソーン観光サービス開発部部長

アトウイク・プラセンムーン観光地開発部長

ウィラファト・チャナファン観光事業開発課

概要 1 パクティーワニット観光局長挨拶

･昨年8月に静岡県を訪問した際について、また、 TIrプリーチャ会長についてお世話



15

になった。お礼を申し上げる。

･WUを締結して大臣にも報告したが、今後取組を進めていくことが大切になると考え

ている。MOUに沿った内容で協力をお願いしたい。

、タイへの日本人観光客が100万人を超えており、87万人の目標を上回るとても良い二

ユースとなっている。

2高橋理事挨拶

･昨年8月に纈佶したⅧUに基づいて、本格的な交流、連携のはじまりとなる。

･今回はTHCプリーチャー会長の協力のもとラノーン県の温泉施設を訪問した。お互い

の温泉地を視察し､利用方法を視察することで具体的な経済観光の連携につながるこ

とを期待している。

3意見交換

○静岡県の概況。提案について（新産業集積課粂田課長）

･昨年8月にタイ王国観光局とⅧUを諦吉し､年間を通じて共同事業や人的交流が行わ

れる状況を作っていきたい。

･静岡県からの提案について説明を行う。皆様からのご協力をお願いしたい。

･観光局については、どのような協力を得られるのか、アドバイスを頂きたい。

①温泉の管理運営に関する視察コースの作成ついて

･タイの人々が静岡の温泉の管理運営状況見てヒントになるような視察コースの設定に

取り組み

②温泉とタイのスパ文化を組み合わせた新しいサービス

･伊豆の温泉を舞台にタイの文化を組み合わせた新しいサービスを創出する取組

③相互の観光交流の拡大

･相互の観光PR、静岡を舞台にしたドラマの誘致など

④多様な分野における経済交流の機会創出

．様々な経済交流の創出、タイと静岡県の強みを生かしてビジネスマッチングなど行う

取組

○静岡県の提案にたいして（パクテイーワニツト観光局長及び幹部職員）

･静岡県からの提案はすべて昨年のⅧUの内容に沿ったものであり、プリーチャー会長

との連携諮ることができていることから、 4つの提案は問題なくできると考えてい

る。特に共同での開発についてはすぐ、に取り掛かることができる。

･観光局側としても、静岡県からの提案とほぼ同様のことを検討していたので、取り組

むことができると考えている。

･マーケティングについては､観光局の下に観光庁があるので、宣伝･広告などの方法

も1， 2年の計画を立てながらプロモーションを進めていきたい。

･ホテル業界、ホームステイ、ファームステイなど、ロングステイに注目をして日本側

にも宣伝をしていきたい。

･人材育成においても温泉サービスなど健康を意識した訓練を考えていきたい。

･観光局でも既に担当者を決めて取り組んでいく。

○タイと静岡県との交流の今後について(THCプリーチヤー会長）

･観光産業においては人材の活用が必要になってくる。ボランティアなども含め

て活用を図っていきたい。

．ⅧUを実効性のあるものにして行きたい。

･タイ全国では温泉の基準が定まっていないので決めていきたい。観光客の受

け入れ態勢を整えていきたい。

○静岡県側より提案についてのタイ側への質問

･提案①のルート開発については、タイの事業者の選定や派遣の協力を得ることができ

る力も
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(→パクティーワニット観光局長）まだ具体化していないが、実施していくことができ

る民間事業者が集まって、ルールを定めてから、決めていくことなると思われる。民

間事業者が至便して参加する動きを観光局としてサポートする。

･提案②については、スパの専門家が来日してデモンストレーションなどを行ってもら

いたい。 トレーニングプログラムができたときには、静岡で行うフォーラムへも参加

してもらいたい。

(→パクティーワニット観光局長）タイ政府観光庁が担当になると思われる。 日本に東
京・大阪・福岡に事務所がある。活動についてはいつでも相談してもらいたい。

写真

鱈－…2参5 酔噌 匹, ’一一

<観光局入管等他機関も入居＞＜高橋理 合パクティーワニット観光局長＞



(8) TCEP (タイ・コンベンション＆エキジビシヨン．ビューロー）との昼食会
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日時 1月27日 （月） 13:05-14:00

場所 タイ王国海軍コンベンションホール内レストラン(ArmAInarinRd, WatArm, Bangkok

Yai, BangkoklO600, Thailand

訪問者 ･静岡県議会議員団9名

･経済産業部高橋理事、新産業集積課粂田課長、福田調整主幹

･ICOIプロジェクトｺｰデｨﾈｰﾀｰ 氏

･mCプリーチャー会長

面調目手 ･TCEP (タイ・コンベンション＆エキジビシヨン．ビューロー）

チリュイト・イスランクン・ナ・アユタヤ代表

･TCEPプリパン・ブナン上級副代表他職員

概要 ･TC野はタイのコンベンションやエキジピジョンなどを誘致・実施する機関

･MICE関連の誘致などに取り組んでおり、自動車関連やIT関連のエキジビションなど
数多く取り扱っているとのこと。

○アユタヤ代表挨拶

･静岡県の来訪を歓迎する。タイではサッカー人気があり、漫画の「キャプテン翼」に
非常に親しみを感じている。

･タイのスポーツ観光大臣ともお会いして温泉の計画を伺っている。これからも継続し

て取組をしていってもらいたい。

･国際会議についてもよろしくお願いしたい。

○良知県議挨拶

･温泉スパの交流でタイを訪問しているが、タイのスパ・マッサージや文化など取り入
れることができると考えている。 ともに交流を図っていきたい。

写真

圃
I

雲》

&'=
q

…

認■■王■

謹壷

ＢｐＰ１４寸■■■認■■王■ＢｐＰ１４寸■■■

＜挨拶するアユタヤ代表＞ ＜参加者一同＞

ー 一■
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日時 1月27日 （月) 15:00-16:00

場所
サシン経営大学院会議室(SasaPathasala, .tIDEjqW112WangMai, PathumWan, Bangkok

10330, Thailand)

訪問者 経済産業部高橋理事、新産業集積課粂田課長、福田調整主幹

経済産業部企業立地推進課山崎課長山本主査
TCOTプロジェクトコーディネーターー‘元

回同灸相手 サシン経営大学院ロイ・タニザワエグゼクティブ・チーフ

TRFRDナテイ・チュアンサニット副所長

FTI(タイ産業連盟）ナカ・タウイチャワット名誉議長他

概要 1 ロイ・タニザワエグゼクティブ・チーフ

･サシン経営大学院の紹介、タイ・チュラロンコン大学の中で､英語で授業を行う経営
大学院として、サシン経営大学院が設立された。タイの有名な経営者を数多く輩出し
ている。

2高橋理事挨拶

･静岡県は昨年2月の静岡県訪問団のタイ訪問をきっかけに温泉の活用についての交流
を行っている。昨年8月タイ訪問団が来静した際に締結したMOUに基づいた今回の訪
問となり、本格的な交流、連携のはじまりとなる 0

･今回はTIIプリーチャー会長の協力のもとラノーン県の温泉施設を訪問した｡今回関
係機関との意見交換を通じて具体的な経済観光の連携につながることを期待してい
る 0

3意見交換

○静岡県の概況・提案について（新産業集積課粂田課長）

･昨年8月にタイ王国観光局とMOUを締結し､年間を通じて共同事業や人的交流が行わ
れる状況を作っていきたい。

･静岡県からの提案について説明を行う。皆様からのご協力をおお願いしたい。
･観光局については、どのような協力を得られるのか、アドバイスを頂きたい。

①温泉の管理運営に関する視察コースの作成ついて

･タイの人々が静岡の温泉の管理運営状況見てヒントになるような視察コースの設定に
取組

②温泉とタイのスパ文化を組み合わせた新しいサービス

･伊豆の温泉を舞台にタイの文化を組み合わせた新しいサービスを創出する取組
③相互の観光交流の拡大

･相互の観光PR、静岡を舞台にしたドラマの誘致など

④多様な分野における経済交流の機会創出

．様々な経済交流の創出、タイと静岡県の強みを生かしてビジネスマッチングなど行う
取組

○タイにおけるウェルネス関係の事業について(FTIナカ・タウイチャワット名誉議長）
･タイのウェルネス・美容について担当をしている、サプリ、化粧品、薬、漢方医療労
務､食品、バイオテックなどがタイのメインの収入源になっている。食品や化粧品の
比率が大きい。

･静岡県の提案の中ですぐに出来るものは、提案②の新しいサービスの創出について。
タイマッサージの訓練を提供している、オンラインでもワークショップなど、訓練を
修了すればライセンスも発行できる。タイマッサージも4分野に分れている。施設ご
とに滴用が異なることも考えられる。
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･ラノーン県のミネラルウォーターの質が高いので､世界の人々に知ってもらうために

静岡県からも支援を受けたい。

･タイの気温は熱いので､熱い地域における温泉開発についてノウハウを教えてもらい

たい。

･タイの温泉を入浴剤に商品化をして販売することも考えられるかもしれない。

○今後の連携について(IBERDナテイ・チュアンサニット副所長）

･タイの温泉をビジネスとしていくために日本健康開発財団や静岡県の支援を受けてい

きたい。

○総括（経済産業部高橋理事）

･静岡県はタイ観光局に出向き協力を要請したが、民間の研究開発の力も必要としてい
るので、今後も官民共同で取り組んでいきたい。協力をお願いする。

写真

＜議論の様子＞ ＜参加者一同＞



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名 自民改革会議 ・ 加藤祐喜 ）

整理番号 1-17-]~-2

経費項目 調査職費･研修費･蝿広報費･鶏繍靜癩噴･会議費･資料作鑪･周砺圖･事豫費･謡嬬漬･人1積

内 容 新聞購読1月分

年月 日 令和7年1月28日～令和年 月 日 金額 3,497円

目的
県政、社会情勢に関する情報収集

使途
1月分購読料

政務活動．

県政との

関連性

県政等の情報を収集し、政策や質問の参考にする。

く領収琴占付枠＞

｢‐

【

l

Ⅱ

加藤祐喜様

新闇.雑誌名 税率部数金額(税込）

日刊｢しんぶん赤旗’ 8％ 1 3，497

鵠赤旗
2025年1月分

(取扱先）

3,497円(税込）

日本共産党東部地区委員会
〒410-0312沼津市原698-1

TELO55-968-7150
i

１
１

8%対象 3,238円(税抜） 消費税 259円
10%対象 0円(税抜） 消費税 0円

L貝蚕器馬掌中央委員会 登録番号T2700150120822

､ FAXO55-968-7155

瞳匠

「

I

案分の理由

全て政務活動費

領収書金額(a)

3,497円

案分率(b)

1／1

100％

政務活動費支出額(a×b)

3,497円



様式第1－1号

支出証拠害

（会派名・議員氏名自民改革会議・ 加藤祐喜）

整理番号 ]~-17-1-3

経費項目 調査研究費･研修費･広聴広報費･鶏澗誇瀧憤･会議費･資料作成費･酔朧ｽ費･鰯･事務所費･人件費

内 容 リース車庫耐七

年月 日 令和7年1月 17日～ 年 月 日 金額 31,511円

目的
ⅣH1目ざlシlノu‘け、←14”1口割~．1 Jノノニい／リノ'1シ…．－号

使途
1月分リース代

政務活動

県政との

関連性

く領収琴占付枠＞

※68,200円-5,177円（充当対象外を除く ： 1-17-4-3を参照）＝63,023円

案分の理由

政務活動

使用の為

と後援会活動で

領収書金額(a)

63,023円

案分率(b)

1／2

50％

政務活動費支出額(a×b)

31,511円
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2025/02/0415:23:38現在口座情報

入出金明細照会

内容を確認してください。

Visaデビットご利用のお客さま

Visaデピットカードのご利用明細は､会員サイトにてご確認ください。

会員サイトについてはこちら

※入出金明細に表記の取引区分について､振込による出金はすべて｢振替｣と表示されます。

また､振込による入金は原則｢振込｣と表示されます｡(一部､振替と表示される場合もございます）

※最大過去3か月間の明細をご覧いただけます｡さらに過去の明細を確認したい場合は､「口座情報｣メニュー→｢入出金明細照会(ダウンロ

ード)｣画面で過去6か月間の照会ができます。

支店名｡口座
■&pa6b■■■■■■■■■■■■●凸■■■■■■■。F凸凸q■ﾛﾛ

垂④F－

缶■●■｡F■④■凸■■勺■9吋｡勺呂｡B■・色■白色●■■■■■■■■■■■ep

2025￥年.01V期間: 2025V年01vl月.17..日～2025￥年.01V月 17V日
※2024年11月4日以降の明細を照会できます。

｡,．.､.､‘,.･･･....･･･..､･･･.｡.'.･･･､｡.･･･.,､''.･･3..?'･･"･･･...｡.．･･･，.･･･，､･･･，･･･,･･････..｡.･･･････，････…..･･････'････.･･･､..…､｡､・､'..､，､｡．‘･‘.．.‘･････‘...",､･･･…，､.､.､.．‘､．....．…...････'".....,…･･･､'.･･･････､‘,‘,｡､,.･･･．.

取引区分：その他 v
■旬p■､旬口町伊■甲叩■■■■■q傍■■弓p町■■岳首心写p■①｡DoB-gq■bgbFa■■■■■■■■■■■■●■■■｡■g■廿巳ﾛ■U●■■g■q■｡｡■■白■●■■■巴■■■9町a耳台■■■■■■b■巳?qg■■■■Qoq■■■･毎毛凸■■｡■hUBpB●bU,■もGbBb■oPqFQgQp■■耳

並び順:⑨日付が新しい順 ○日付が古い順
■■｡b■Gp町ﾛbFOpqrb■qpqrQすqDq■bPq①■す■ObD輯ﾛﾛﾚﾛ0■刊■■■■B■■■■●■■■■■■■■■■■■■■■■■『■■■､凸■&■Bb■■■■色■■p迅色■■■▼町唄■■■■■■且■■g■gQ･凸pqFQ4■0■■■－？らﾛ■■■■■■b■■gqdqObaqFq■apa■ﾛﾛ巳■“■

､aq

1-1件／1件中1件が該当しました。

1-1件／1件中

DIAO120100

日付 お支払い お預り

摘要

取引区分
残高 メモ

2025/01/17 68,200円 ﾄﾖﾀﾌァイナンス（カブ．）

その他

■■■■■■

I■■■■■
合計 68,200円 0円

■■■■■■■■■■■■■■



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名自民改革会議・ 加藤祐喜）

(A)電気料金等郵傅振替猫入金受領証(領収証）

○
本
領
収
証
に
よ
り
集
金
員
が
収
納
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
延

牡
控えI

東京電力エナジーパートナー

整理番号 1-17-1-4

経費項目 調罰暁費･研修費･広聴広報費･霊輔誇瀧謄･会議費･資料I鰔費｡資料購入費･事務費･鰯･人件費

内 容 事務所電気料金

年月 日 令和7年1月 31日～ 年 月 日 金額 3,231円

目的
調査･研究など政務活動を行うための事務所の維持

使途
令和7年1月分

睾騨
7－1

閏頃
0 1

1￥I6
P Q

噂2
1 1

41613
1 F

東京電力エナジーパートナー

株式会社

うち消費税等相当額円

587

ご契約

40A
’ 1

戸 数 力軍又
｡y鮪

ご使用亜kWh

1

180

コードうち精算金額円

お毛削撰史

月 日

屍伸田期間1フ月1R日～ 1月19日｜ご契約変更 月 日

ご
使
用
場
所

ご
契
約
名
義

駿東郡長泉町
下土狩

452番(地） 4号
カトウシﾞムシヨ

棟 号

カトウユウキ 様

お支払人氏名’ カトウユウキ様

お支払期限 日 2月 19日

卜記お支払期限日を過ぎた場合のお支払いは、
･ストアにお願いいたします。

コンビ三Tソス

伊〆』､~鐸ね＝＝司図ミペ
子

地区番号 17
ご契約
種別 従量電灯B

お客さま番号
■■■

■■■

■■■■■■

■■■■■

お問い合わせ先
ｶｽﾀﾏｰｾyﾀー 0120－ 995－ 001(代）一

篝
嘩

使用

の理由

函
鴫
､後援会活動で

領収書金額(a)

6,463円

案分率(b)

1／2

50％

政務活動費支出額(a×b)

3,231円



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名 自民改革会議 ． 加藤祐喜 ）

轄理番号

経費項目 調査研究費･研修費･広聴広報費･鶏調誇瀧債･会議費･資料に成費･資料購入費･事務費･鰯･人件費

内 容 事務所賃借料

年月 日 令和7年1月 1日～令和7年1月31日 金額 55,000円

目的
j麺労Y古勤行うための事猫別.の貢1昔

使途
令和7年1月分賃借料

政務活動．

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

誇
嘩

の理由

活動と後援会活動

で案分

領収書金額(a)

110,000円

案分率(b)

1／2

50％

政務活動費支出額(a×b)

55,000円
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2025/02/0415:20:27現在口座情報

入出金明細照会

内容を確認してください。

Visaデピットご利用のお客さま

Visaデピットカードのご利用明細は､会員サイトにてご確認ください。

会員サイトについてはこちら

※入出金明細に表記の取引区分について､振込による出金はすべて｢振替｣と表示されます。

また､振込による入金は原則｢振込｣と表示されます。(一部､振替と表示される場合もございます）

※最大過去Bか月間の明細をご覧いただけます｡さらに過去の明細を確認したい場合は､「口座情報｣メニュー→｢入出金明細照会(ダウンロ
ード)｣画面で過去6か月間の照会ができます。

支店名･口
■■■■■■e■■■■■■■g■p■白■寸申■｡

■■“｡■申■■■■●■｡■P口p■P■■■■■■■■‐

月31vB期間： 2025や年01￥;月.31V.日～2025V年01¥月31vB

※2024年11月4日以降の明細を照会できます。
■■b廿七■■■b■nBbDb■q,■けQgbB■■npQ■bp阜甘旬pb■■■■■凸■■■■■■■巳■■け■■p■■もBb■■■■■ﾛ』■■■B■■■■h8b■｡△■■口■●凸■■ﾛ■■Q閏Fqpb■■■■■■GagQ■■け巳紗■F■■&ザ●ゅ●■CFG■QFqrq■■9口缶■●Ca■｡■pb■baCU■Bも

取引区分：振替 v
甲qp■■■巳"■■B■■旬■■■凸Bqd■phdhab凸守ら■p巳■■gpqh■Qeq■■g■g■■■■■●■■b■■■■■むけも8■gpg■頃■g■■■■■巳町▽■■■■■●■ひ■①ngq口句ゆむ■■■■。■■■a■■帥d,■Qpqgcpq●■①■■･与囚pq■■けCG町●■p■同町■■gQ■■■

並び順:。日付が新しい順 ○日付が古い順
守耳■巳p■■qPb■Qけq廿巳ghdh■npnBbけ■■■口包■も■BPF巳■■■■｡■■■■■■■■早■■Brpb4■■七p■Ueq■■色■■■■■■■■■■■■■■■■■Pce■■■け■■巳■■■B■巳P■■cg■B■■■■凸■■p■す■甲■~■■●B■■け■口弓■C■BeaUa白■Bn口色

bけqpOpq

画
Gp

1-1件／1件中1件が該当しました。

1-1件／1件中

DIAO120100

日付 お支払い お預り
摘要

取引区分

残高 メモ

2025/01／31 110,000円
－

振替
■■■■
一

■ﾛ■■■

合計 110,000円 0円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名自民改革会議・ 加藤祐喜）

電話料金竜

西日本

錘

轄理番号 1-17-1-6

経費項目 調査'暁費･研修費･広聴広報費･蕊識帰謂鐵費。 会議費･資糾愉漬･資料購入費･屋霊･事辮漬･人件費

内 容 事務所電話料

年月 日 令和7年1月 31日～ 年 月 日 金額 5,426円

目的
調宜．句1.先などj函劣Y古到乞ｲ丁フ7こめUﾉ唾1旨ﾆﾖﾐ康とLzL

使途
令和7年1月請求分

案分の理由

政務活動、

使用の為

後援会活動で

領収書金額(a)

10,852円

案分率(b)

1／2

50％

政務活動費支出額(a×b)

5,426円
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蟹請求内訳 ）(お客様番号

ザ

ロケへ内へハタ■ヘョハハ■ 穴戸へn々 へ＝公一公 免免両

内訳項目金額（円）
[HARGEBREAKDOWNBY[ATE6ORY(Y[N)

内訳金額（円）
AMOUNT(YEN)

請 求 内 訳 等 詳 細
DETAILSOFCHARGE BREAKDOWN 〔

本内訳は、各サービス提供事業者が
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ユニバーサルサービス料他には、2024年4月利用料分から2025年3月利用料分まで、ユニバーサル

サービス料に加え、電話リレーサービス料として1番号あたり1． 1円（税込）が含まれています。

電話リレーサービス料については一般社団法人電気通信事業者協会のホームページをご確認下さい。
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様式第1－1号

聿
冒支出証拠

(会派名・議員氏名 自民改革会議・加藤祐喜）

麹塁番号 1-17-1=7

経費項目 調劃院費･研修費･1輔広報費． 鶏猟誇礪噴･会議費｡資料I鰔費･資料購入費･層調･蕊翻漬･人件費

内 容 事務所複合機リース代

年月 日 令和7年2月4日～令和年 月 日 金額 11,000円

目的
政務活動を行うための資料作成手段

使途
複合機リース代／月請求分

政務活動・

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

分
て

案
全

の理由

政務活動費

領収書金額(a)

11,000円

案分率(b)

1／1

100％

政務活動費支出額(a×b)

11,000円
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入出金明細照会

内容を確認してください。

Visaデビットご利用のお客さま

Visaデビットカードのご利用明細は､会員サイトにてご確認ください。

会員サイトについてはこちら

※入出金明細に表記の取引区分について､振込による出金はすべて｢振替｣と表示されます。

また､振込による入金は原則｢振込｣と表示されます。(一部､振替と表示される場合もございます）

※最大過去3か月間の明細をご覧いただけます｡さらに過去の明細を確認したい場合は､「口座構報｣メニュー→｢入出金明細照会(ダウンロ

ード)』画面で過去6か月間の照会ができます。
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期間：2025￥年02￥|月.04V日～2025v年02V月

※2024年11月4日以降の明細を照会できます。
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1-1件／1件中1件が該当しました。

1-1件／1件中

DIAO120100

日付 お支払い お預り
摘要

取引区分
残高

一

メモ

2025/02/04 11,000円 リコーリース（力

その他
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合計 11,000円 0円



口座振替請求明細書_4,.
･ ! hl 発行日2025年 1月20日

鶏リコーリース株

登録番号T701060103

拝啓､毎々格別のお引き立てにあずかり厚くお礼申し上l
今月分のご請求金額は下記の通りとなっております。 ’
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引き落し日 2025年 2月 4日

ご請求金額 11"000円

請求書番号 202501-4-007623

契約番号
設 置 元
商 品 名 「梧蚕百零一
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様式第1－1号

聿
昌支出証拠

議員E

23

△
ｐ滞り

宿ⅡV

整理番号 1-17-1-8

経費項目 調劃暁費.研修費.広聴広報費.鶏猟誇瀧憤.会議費･資料I鰄費･資鵬臓入費･事務費･事翻T費･灰隅

内 容 事務員雇用

年月 日 令和7年1月 1日～ 令和7年1月 31日 金額 88,000円

目的
政務活動をﾈ鋤する職員を雇用

使途
1月分給与

政務活動

県政との

関連性

金額（税抜・税込）

金額（税抜・税込）

案分の理由

全て政務活動費

領収書金額(a)

88,000円

案分率(b)

1／1

100％

政務活動費支出額(a×b)

88,000円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名自民改革会議・ 加藤祐喜）

整理番号 1-17-1-9

経費項目 調査研究費.研修費.広聴広報費･鶏猟誇瀧債･会議費･資料作耀･資膿購入費･事務費･調翻漬･灰碩

内 容 事務員雇用

年月 日 令和7年1月 1日～ 令和7年1月 31日 金 額 80,400円

目的
政務活動を補助する職員を雇用

使途
1月分給与

政務活動．

県政との

関連性

＜領収書貼付枠＞
I

Ⅱ

『

I

1
6

1

1

J

ﾛ

領収証

－_皇迦_ _桂

率

内
税

％

率税

兜
一

Ca-7B

言円

但

★

芋” 窪po
6

ムネ,7舛順版
上記正に領収いたしま

一－

消費税額等

消費税額等

－－

締§ﾆー

/今矛婁7

No.

年／月.〃日

として

金額（税抜・税込）

金額（税抜・税込）

案分の理由

全て政務活動費

領収書金額(a)
軋

80,400円

案分率(b)

1／1

100％

政務活動費支出額(a×b)

80,400円



様式第1－1号

毒
一
目支出証拠

(会派名・議員氏名 自民改革会議・加藤祐喜）

一

薬理番号 1-17-1-10

経費項目 調劃職賓･研修費･広聴広報費･鶏猟靜鰯債･会議費･唇呼調･資膿購入費･事務費･調翻漬･人件費

内 容 事務所複合機カウント代

年月 日 令和7年1月 20日～ 年 月 日 金 額 2,310円

目的
政務活動を行うための資料作成手段

使途
複合機カウント代12月分

政務活動．

県政との

関連性

政務活動に関する資料作成

く領収書貼付枠＞

案分の理由

全て政務活動費

領収書金額(a)

2,310円

案分率(b)

1／1

100％

政務活動費支出額(a×b)

2,310円



/‐/7 /－/0一

2025/02/0415:22:50現在
口座情報

入出金明細照会

内容を確認してください。

ViSaデピットご利用のお客さま

Visaデビットカードのご利用明細は､会員サイトにてご確認ください。

会員サイトについてはこちら

※入出金明細に表記の取引区分について､振込による出金はすべて｢振替｣と表示されます。

また､振込による入金は原則｢振込｣と表示されます｡(一部､振替と表示される場合もございます）
※最大過去3か月間の明細をご覧いただけます｡さらに過去の明細を確認したい場合は､「口座情報｣メニュー→｢入出金明細照会(ダウンロ
ード)｣画面で過去6か月間の照会ができます。

支店名･口座
ザ■■仏卓凸■ら命■い■eUあgp･●aF甲曲り評

■■申■ず■d■ぜ●●●御■■■り■■■■■U■口b色be■g■■■■■■■qBqeⅥ9口■■PUF■口早｡■■町ロ■B■■■■■■q■旬■■■■■■｡■伊巳い■い■■■p■●℃p■p■■UpUp寺｡■■■■■■■■■■■Pﾛ■画一守守で‐可宇で一■P‐ー一一ー子■ー~=ﾏｰ ﾏ ｰ

期間: 2025v年01vl月.20V日～2025V年01V月20v日
※2024年11月4日以降の明細を照会できます。

古■Q■■■bdqpQpnpnヶbgOFB■bp■■■PqFb■qj■PQいぬB■b凸gBU■b色ｳ&■■■■甲■■■■■■■ﾔg■■り■■■■■■q■凸b■■q■■■q■qGqo由■■■q凸■■■■■甘■■■■4FblDQ■QFqp■pCqd4pqdnF■UaF■■■守叫ﾀﾛ■■■■■■宜凸■■●■■凸■も■G首■白も

取引区分：その他 ￥
■a幻､B●白■■q■■■吟g令■q■■■■■屯●■､■P寸ゆ●凸守口｡＆｡■■■&g■d■g■■■■■■■●qdb■q■■pbgbpb■申宇町U■■口g■ｵ■■■4巴U■g■■■■耳■■F■F■■qpqp■U■pqﾀ時｡町｡句④■g句■■■■■■■■■■■■｡■goec①財p句p■■■■■B■■■■

並び順:⑨日付が新しい順 ○日付が古い順
■且"､■■■■FD■■『tgU■■pUzq砂hghF■P町毎口■qd■■■■8口p■■■■■■■■■■■■T■■DbQ■q■凸匂■秒■■■■■b■b■■凸b■Wもサ■■■■■■■■■亨凸甲■■△ぜ■廿日■■■■■■FqF■｡■■■面屯■■■■PG一■■■■■■■Q■b？Q■色白■pqp4廿町

DIAO120100 －一

一一一一一

日付

2025/01/20

お支払い

2,310円

お預り

摘要

取引区分 1

RL)リコーソリユーシヨンス
や 1

その他

’

一
コ
向残

■■■■■■■■■■
－

■■ﾛ■■■■

■

メモ

’

合計 2,310円 0円



／一／ ／‐／求 書
＝

同月

No, 11856
（発行日25年 1月 7日）

篭' デ
リコー

本社：

／し

お客様ｺｰドNQ1－■■■

411－0934

静岡県駿東郡長泉町下長窪666

加藤祐喜事務所

加藤祐喜 様
お支払方法：銀行自動引落
引落予定日2025年1月20日

登録番号:T5080101001232
TELO55-986-0525

PAGE 124年12月 31日締切分）毎度ありがとうございます。下記の通り御請求申し上げます。 （

■

lL ． , .：

‐~、
ﾘ

ｰｰｰｰｰ量

､愛1外祝韻

御買_l

勾消費

10%

r御入令

一
口
額
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兇

、
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易
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劃
つ
Ｄ
Ｃ
ご
才
ｕ

カ
ア
三
‐
Ｍ
寸
力
や
力
つ
文
迂
上
詞
の
三
由
寸
詞
や
詞
つ
Ｊ
ｕ
－

ｐ
Ｍ
一
寸
証
．
、
。

消費税額等

210

税抜御買上額

2,100

差引繰越金額

0

調整額

0

御入金額

2,310

前回御請求額

2,310

Ⅱ
要
望
圭

写
・
一
韓

＝吾 里一冊 一

，
７
易

１
２
２
２

、

00)

、
ノ０

０
０
０

2， 100

’

2,310

2,100

2，100

210

2，310

210

210

2，310

2，100

0

2，100

－

241220

241225

－

897

3299



様式第1－1号

支出証拠害

(会派名・議員氏名 自民改革会議 ・ 加藤祐喜 ）

膣_且_且

薬理番号 1-17-1-11

経費項目 調査職費･研修費･広聴広報費･雰調謂勧費･会議･資料I賊費･厩鯛･事務費･調翻漬･人件費

内 容 新聞購読1月分

令和7年2月 6日～令和年 月 日 金額 3,300円

目的
県政､社会情勢に関する｣巖R収集

使途
1月分購読料

政務活動。

県政との

関連性

県政等の情報を収集し、政策や質問の参考にする。

く領収書貝占付枠 >,

受領書

(お客様控）

１
１
０
‐
１
１
１
４
１
１
１
Ⅱ
１
０
１
寺
１
グ
ー
、
１
列
。
■
Ｉ
‐
１
１
‐
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ト
ー
Ⅱ
。

’

お
支
払
い
時
に
切
り
は
な
し
て
く
だ
さ
い
。

請求書 T1080101006268

加藤ゆうき事務所様

001-060-04

※個人情報保護のため住所は非表示です。

淫I十緯3節千禺裁Z卦彙

O刀メコ率 ｡、｡UU kI弓j円

2025年01月分

爽伽

三島市一番町15－23

株蔓隷簡,ﾔ蝋或､コンビニェ卿了習弾3
レジにてお支払いください。

33

F 宙

金額

3,300

10%対 0(内鯛R四

畿敢人3．300‘"… 24

株式会社MISH

払込人

加藤ゆうき事務所

番号

■■■■■
ロー■■一■■■‐~==一‐~＝■■

; jm"順添付柵 I

銘 柄 部数 金額

_※静岡新聞 1 三300－

10%対象 0 （内消費薪
昭
１
Ｊ
〃
。

０
。

三ト
ロI

4斗 ノ

3,300

誇
彗

の理由

政務活動費

領収書金額(a)

3,300円

案分率(b)

1／1

100％

政務活動費支出額(a×b)

3,300円



様式第1－1号

聿
冒支出証拠

(会派名・議員氏名 自民改革会議・加藤祐喜）

ノ

整理番号 1-17-1-12

経費項目 調査職費･研修費･匝爾扇周･鶏猟誇瀧憤･会議費･資料作耀･資繩鴬入費 ･事務費･事獅漬･人件費

内 容 県政報告印刷料

年月 日 令和7年 1月 16日～ 年 月 日 金額 31,322円

目的
県政報告印刷

使途
印刷

関連性

県の施策、定例会報告、活動の状況等を県民に報告する

く領収書貼付枠＞

￥34,170 （印刷料￥33,790＋手数料￥380）

案分の理由

政務活動､後援会活動で

使用の為(面積案分）

領収書金額(a)

34,170円

案分率(b)

11／12

％

政務活動費支出額(a×b)

31,322円



/－/7-／一/Z

領収書

2025年01月16日

加藤祐喜様

株式会社プ
〒617-0003

京都府向日市
TELO120-977

FAXO75-935-

平素は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。
下記の金額正に領収いたしました。

何卒よろしくお願い申し上げます。

納品場所ご指定場所お支払条件コンビニ決済

納品期日 1営業日御請求金額33‘790円（税込）

特記事項

（

皇雲ﾄｰｰ
淵
室
后
刺

ご洋文番号 内 容 数量 単価 金額

■■■■ 品名：県政報告

A4/両面4色／コート90/131000部×1種類／
加工1 ： トンボ仕上がり断裁（ご注文サイズでお納め）

加エ2：

1 331790 33．790

今 言l‐
口 口I 33，790



/一/7-/-rz

領収書

2025年01月16日

加藤祐喜様

（._謎株式会社プリン平素は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。

下記の金額正に領収いたしました。

何卒よろしくお願い申し上げます。

〒617-0003

京都府向日市森本
TELO120-977-920

FAXO75-935-6890納品場所ご指定場所お支払条件コンピニ決済
登録番号T5130001024625

納品期日御請求金額380円（税込）

特記事項

ご注文番号 内 容 数量 単価 金額

コンビニ決済手数料

■■■■■

1 346 346

10％対象（税抜） 346

10%消費税 34

小計 380

合計 380



様式第1－1号

聿
冒支出証拠

ヨ氏改革会議・刀ﾛ藤f石屋名・議員腰

整理番号 1-17-1-13

経費項目 調査研究費･研修費･匝爾扇周･雰諏儲瀧憤･会議費･資料作成費･資粥騰入費･事務費･藷翻漬･人件費

内 容 県政報告新聞折り込み、ポステイング

年月 日 令和7年 1月 21日～ 年 月 日 金額 46,937円

目的
県政報告新聞折り込み、ポステイング

使途
新聞ﾂTり込み料、ホスフーインク科

政務活動・

県政との

関連性

県の施策、定例会報告、活動の状況等を県民に報告する

使用

で

領収書金額(a)

51,205円

案分率(b)

11／12

％

政務活動費支出額(a×b)

46,937円
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NO. 074333

領収証

様圭
呈
自祐加藤

2025年1月21日

6,100枚 1月23日折込料金
但し

広告485¥23，

収
入
印
紙

株式会社MI S
登録番号T1080101006268
〒411-0036 静岡県三島市一番町1
TEL<055>975-3333(代) AX<
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Nb、 074334
領収証

様加藤祐喜

2025年1月21日

5,600枚 1月22日折込料金
但し

広告¥27,720

繍
収
入
印
紙

株式会社MI S
登録番号T1080101006268
〒411-0036 静岡県三島市一番町1

TEL<055>975-3333(代) FAX<FAX< 971-3333055>

折込料 10%対象 ¥21,350

消費税 10％ ¥2,135

折込料 10%対象 ¥25,200

消費税 10% ¥2,520


